
ユネスコ・チェア 「文化遺産と危機管理」
国際シンポジウム
「日本と世界が共に目指す文化遺産防災」

立命館大学歴史都市防災研究所／独立行政法人国立文化財機構 共催

お問合せ先
立命館大学 歴史都市防災研究所 事務局
〒603-8341  京都市北区小松原北町58番地
TEL: 075-467-8801（平日9:30～17:00）
E-mail: dmuchitc@st.ritsumei.ac.jp HP: http://www.r-dmuch.jp/

FAX: 075-467-8825

2006年にユネスコ・チェアに認定されて以来、立命館大学
歴史都市防災研究所ではユネスコ・チェア「文化遺産と危機
管理」国際研修を継続実施しています。本年度は、文化財
防災ネットワーク推進事業に取り組んでいる独立行政法人
国立文化財機構との共催により、動産・不動産文化財を
含めた文化遺産の総合的な防災をテーマにした国際研修
ならびに国際シンポジウムを開催することとなりました。
本国際シンポジウムでは、国際研修期間中に得られた成果
である研修者による防災計画を公開発表します。また、
集中的な研修指導のために集まった海外からの専門家と
共に国際的に直面している文化遺産防災における課題と
必要性に基づき、研究・教育機関を含む日本国内の各機関や
国際機関が今後目指すべき方向性や役割について検討し
ます。

参加費無料 事前申込不要

会 場 立命館大学　衣笠キャンパス
創思館　カンファレンスルーム
京都市北区等持院北町56-1

2017.9.16 (Sat.)
13:00～17:00

プログラム〈予定〉

●開会挨拶・主旨説明
渡辺 公三（立命館大学 副学長）
佐々木 丞平（京都国立博物館 館長）

●総括および閉会挨拶
土岐 憲三（前歴史都市防災研究センター長）

●国際研修・研修者による成果報告
●過年度研修者による活動報告
●パネルディスカッション
Joseph KING（ICCROM）
Elke SELTER（UNESCO）
Corine WEGENER（ICOM/Smithsonian Institution）
村上 裕道（兵庫県教育委員会 参与）
岡田 健（国立文化財機構 文化財防災ネットワーク推進室 室長）
大窪 健之（歴史都市防災研究所 所長）

●基調講演
Rohit JIGYASU（立命館大学 教授）

※同時通訳を行います。
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